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それはね、10年後の甲府市を
『どんなまちにしたいか』を決めた、
みんなで取り組むまちづくりの
計画なんだ！
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みんなが「ふるさと甲府」に
誇りと愛着を持ち、幸せを
感じられるようなまちを協力
してつくっていくんだ！
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大人や若者たちが集まって、
甲府の未来について話し合ったんだ。
みんなにもアンケートをして、
意見を聞いているんだよ！

パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！パッパパーン！

みんなで協力しながら
幸せを感じられるまちの実現を
目指すための計画なんだね

きょうりょく

しあわ

め　ざ

じつげんかん

けいかく

どんな意見があるか
見てみよう！

いけん

み僕たち小学生も
アンケートに答えたんだ

ぼく

こた

しょうがくせい

アンケートに答えたんだ

⑤ ⑥

②①

③

④

⑦

2



●どちらともいえない

●住
す

みたい

●どちらかといえば
住
す

みたい

●どちらかといえば
住
す

みたくない

●住
す

みたくない

●住
す

み続
つづ

けたい

●どちらかといえば
住
す

み続
つづ

けたい

●どちらともいえない

●その他
た

体
たいいくかん

育館や野
やきゅうじょう

球場、サッカー場
じょう

などの運
うんどう

動ができる場
ばしょ

所がある

大
だいがく

学や専
せんもんがっこう

門学校がある

住
す

みたいと思
おも

う家
いえ

がある

遊
あそ

ぶところや食
た

べるところ、買
か

い物
もの

ができるところがある

働
はたら

きたいと思
おも

う仕
しごと

事がある

もっとこうしてほしいと
思
おも

うところ（小
しょうちゅうがくせいちょうさ

中学生調査）

■■住住
すす

みみ続続
つづつづ

けたいまちにするにはけたいまちにするには
大大
おとなおとな

人人になったら、になったら、甲甲
こうふしこうふし

府市府市にに住住
すす

みたいか？みたいか？ これからもこれからも甲甲
こうふしこうふし

府市府市にに住住
すす

みみ続続
つづつづ

けたいか？けたいか？

これからもこれからも甲甲
こうふしこうふし

府市府市にに住住
すす

みみ続続
つづつづ

けたいとけたいと思思
おもおも

うう理理
りゆうりゆう

由由はなにか？はなにか？

大大
おとなおとな

人人になってもになっても甲甲
こうふしこうふし

府市府市にに住住
すす

みたいとみたいと思思
おもおも

うためにはうためには何何
なになに

があったらよいか？があったらよいか？

交
こうつう

通の便
べん

が良
よ

い

地
じしん

震・台
たい ふう

風など災
さい がい

害に対
たい

して安
あん ぜん

全

緑
みどり

や自
しぜん

然が豊
ゆた

か

買
か

い物
もの

・飲
いんしょく

食など消
しょうひせいかつ

費生活が便
べんり

利

住
す

み慣
な

れていて愛
あいちゃく

着がある

住
す

みやすい

緑
みどり

や自
しぜん

然がたくさんある

静
しず

かでおだやか

安
あんぜん

全で安
あんしん

心

　 おいしいものがたくさんある

遊
あそ

ぶところや、
運
うん

動
どう

ができるところを増
ふ

やしてほしい
　イベントを増

ふ

やしてほしい
自
しぜん

然を守
まも

ってほしい
　まちを明

あか

るく安
あんぜん

全にしてほしい
道
どうろ

路を広
ひろ

く安
あんぜん

全にしてほしい

①

②

③

④

⑤

小
しょうがくせい

学生・中
ちゅうがくせい

学生の意
いけん

見

小
しょうがくせい

学生・中
ちゅうがくせい

学生の意
いけん

見

大
おとな

人たちの意
いけん

見

①

②

③

④

⑤

甲
こうふし

府市のイメージ
（小

しょうちゅうがくせいちょうさ

中学生調査）

大
おとな

人たちの意
いけん

見

33.4％
45.3％

30.3％

14.7％

28.6％

24.2％

0
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総合計画は、子ども
たちの意見も聞いて
作られているんだね

そうごうけいかく

いけん

こ

き

つく

①

次は、今の甲府を
見てみよう！

こうふつぎ

み

いま

学校でもタブレット端末を
使って授業をしているよ

たんまつがっこう

つか じゅぎょう

生活面ではデジタル化が進んでいて、
どんどん便利になっているんだ

すすせいかつめん か

べんり

甲府では『人が減っている』んだ
このままだと、まちのお店や学校が

なくなってしまうかも！

こうふ ひと へ

がっこうみせ

えーっ！
そうなの！？

じょうきょう し うえ

ひつようい

すす
まちづくりを進めるために、こうした
状況をちゃんと知った上で、甲府のいい
ところを活かしていく必要があるんだ

こうふ

甲府のいいところは
私たちが案内するよ

こうふ

わたし あんない

ニュースでは、地震などの
災害や、暑さに関するものが

増えているよ
ふ

じしん

あつさいがい かん
こうふ

きおん むかし

かん

あ き

ゆ
甲府でも揺れを感じる

ことがあるし、気温も昔より
上がっているって聞いた

ことがあるわ

② ③

④

⑤ ⑥

4



　　
   

お　い こうふ

ゆた しぜん はぐく

みず

美味しい甲府の水は
豊かな自然が育んで
いるんだ

こうえん おお

どうぶつえん
公園も多いし、まちなか

に動物園もあるね！

武田信玄公は、人と人との
つながりを大切にしてきたって
言われているんだ

こう

たいせつ

ひと

い

ひとたけだ  しんげん

その考えが今も受け
継がれているんだね

かんが いま う

つ

だから世界にも
認められているんだね

せかい

みと

日中は、お仕事をしている
人や学生が多いんだ

にっちゅう しごと

ひと がくせい おお
それに、子育てしやすい

まちでもあるよ

こそだ

みりょく

ほか
他にもたくさんの

魅力があるよ

こうふ い

と く

みりょく
甲府らしい魅力を活かして、

これからのまちづくりに
取り組んでいくんだ！！

②①

③ ④

⑥甲府といえば
ジュエリー！

こうふ

せいさん

ほうせき

はんばい おこな
生産から販売までを行う

宝石のまちなんだ

⑤
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確か、人と人との
つながりを大切にして、
幸せを感じられるまち
を目指すんだよね？

たし ひとひと

かん

たいせつ

しあわ

め　ざ

①
どうやって甲府の
いいところを活か
していくのかな？

こうふ

い

『ひと』を育む『ひと』を育む

『まち』を創る『まち』を創る

『魅力』

を磨く

『魅力』

を磨く

シビック
プライド

コラボ
レーション

ウェル
ビーイング

幸せ実感
しあわ

きぼう

つく つづ

こうふ

みらい

じっかん

希望ある未来を

創り続けるまち

甲府

はぐくはぐく

みりょくみりょく

みがみが

つくつく

「ひと」がつながり安全で快適な
「まち」を創り、そこから新たな
「みりょく」を生みだし成長して
いくんだよ～～

かいてきあんぜん

つく あら

せいちょうう

ひ と

ま ち

シビックプライド…
甲府への愛着

あいちゃくこうふ

しあわ かん かんきょう
ウェルビーイング…
幸せを感じられる環境

しあわ かん かんきょう
ウェルビーイング…
幸せを感じられる環境

ひと れんけい きょうどう
コラボレーション…
人の連携・協働
ひと れんけい きょうどう
コラボレーション…
人の連携・協働

みりょく

幸せ実感
希望ある未来を創り続けるまち甲府

しあわ じっかん

きぼう みらい つく つづ こうふ

子どもも大人もみんな
が主役ってことだね

しゅやく

こ おとな

『ひと』が主役で、みんながつながって
成長できる未来を創っていくんだ！
そのために、みんなで目指す甲府市の
将来の姿として、「都市像」を決めたんだ

しゅやく

め　ざ

せいちょう

こうふ   し

と　し  ぞう

みらい

しょうらい

つく

すがた き

②

③      
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幸幸
しあわしあわ

せせ実実
じっかんじっかん

感感　希希
きぼうきぼう

望望あるある未未
みらいみらい

来来をを創創
つくつく

りり続続
つづつづ

けるまち　けるまち　甲甲
こうふこうふ

府府

■■都都
としぞうとしぞう

市像市像

■基
きほんもくひょう

本目標

ひと

まち 魅
みりょく
力

都
としぞう

市像を
実
じつ

現
げん

するための
3つの基

きほんもくひょう

本目標

「ひと」ってどんな「ひと」ってどんな人人
ひとひと
？？

・ ・ 自自
じぶんじぶん
分分がが育育

そだそだ
ったまちのことをったまちのことを大大

たいせつたいせつ
切切におもい、におもい、

甲甲
こうふこうふ
府府のまちづくりにのまちづくりに自自

じぶんじぶん
分分からすすんでからすすんで協協

きょうりょくきょうりょく
力力

できるできる人人
ひとひと
のことのこと

なぜ「ひと」がなぜ「ひと」が大大
たいせつたいせつ
切切なの？なの？

・ まちの・ まちの未未
みらいみらい
来来は、「ひと」のは、「ひと」の力力

ちからちから
でつくられるでつくられる

から。から。自自
じぶんじぶん
分分らしいらしい夢夢

ゆめゆめ
やや希希

きぼうきぼう
望望をを持持

もも
って、それにって、それに

向向
むむ
かってかって成成

せいちょうせいちょう
長長していくことでしていくことで自自

じしんじしん
信信やや誇誇

ほこほこ
りがりが

深深
ふかふか
まり、まり、元元

げんきげんき
気気のあるまちののあるまちの未未

みらいみらい
来来につながるよにつながるよ

どんなどんな良良
いい
いことがあるの？いことがあるの？

・ 「ひと」の・ 「ひと」の活活
かつやくかつやく
躍躍で、よりで、より住住

すす
みやすくてみやすくて便便

べんりべんり
利利なな

まちづくりがまちづくりが進進
すすすす
められていくから、まちがめられていくから、まちが

発発
はってんはってん
展展していくよ。していくよ。発発

はってんはってん
展展するまちには、「ひと」するまちには、「ひと」

がが集集
あつあつ
まり、まり、新新

あたらあたら
しいしい魅魅

みりょくみりょく
力力がが生生

うう
まれたりするよまれたりするよ

「「魅魅
みりょくみりょく
力力」ってどんなもの？」ってどんなもの？

・ そのまちならではの・ そのまちならではの良良
いい
いところ、いところ、自自

じまんじまん
慢慢できるできる

ところところ

なぜ「なぜ「魅魅
みりょくみりょく
力力」が」が大大

たいせつたいせつ
切切なの？なの？

・ ・ 魅魅
みりょくみりょく
力力があると、「このまちにがあると、「このまちに行行

いい
ってみたい」ってみたい」

「「住住
すす
みたい」とみたい」と人人

ひとひと
がが集集

あつあつ
まりたくなるよ。まりたくなるよ。人人

ひとひと
がが

集集
あつあつ
まると、まると、交交

こうりゅうこうりゅう
流流やにぎわいがやにぎわいが生生

うう
まれるから、まれるから、

「「魅魅
みりょくみりょく
力力」はまちが」はまちが発発

はってんはってん
展展するのにするのに大大

たいせつたいせつ
切切なんだなんだ

どんなどんな良良
いい
いことがあるの？いことがあるの？

・ いろいろな・ いろいろな人人
ひとひと
やしごとがやしごとが集集

あつあつ
まり、まちがまり、まちが

元元
げんきげんき
気気になるよ。「になるよ。「魅魅

みりょくみりょく
力力」があるまちには」があるまちには好好

すす
きき

になる「ひと」がふえて、になる「ひと」がふえて、住住
すす
みよくみよく便便

べんりべんり
利利なな

「まち」づくりにつながるよ「まち」づくりにつながるよ

「まち」ってどんなとこ？「まち」ってどんなとこ？
・ みんなが・ みんなが暮暮

くく
らしたり、らしたり、勉勉

べんきょうべんきょう
強強したりしたり仕仕

しごとしごと
事事をを

したりするしたりする場場
ばしょばしょ
所所のことのこと

なぜ「まち」がなぜ「まち」が大大
たいせつたいせつ
切切なの？なの？

・ みんなが・ みんなが元元
げんきげんき
気気でで気気

きもきも
持持ちよくちよく暮暮

くく
らしたり、らしたり、

仕仕
しごとしごと
事事をしていくためには、をしていくためには、安安

あんしんあんしん
心心なな暮暮

くく
らしをらしを

守守
まもまも
るためのるための備備

そなそな
えや、えや、仕仕

しごとしごと
事事がしやすいがしやすい便便

べんりべんり
利利なな

まちであることがまちであることが大大
たいせつたいせつ
切切だからだから

どんなどんな良良
いい
いことがあるの？いことがあるの？

・ みんなが・ みんなが安安
あんぜんあんぜん
全全でで安安

あんしんあんしん
心心してして暮暮

くく
らしていけるらしていける

ことや、ことや、便便
べんりべんり
利利なな生生

せいかつせいかつ
活活をすることのできるをすることのできる

まちが「ひと」のまちが「ひと」の成成
せいちょうせいちょう
長長をを支支

ささささ
え、さらに「まち」え、さらに「まち」

もも発発
はってんはってん
展展していくよしていくよ

基
きほんもくひょう

本目標 1 基
きほんもくひょう

本目標 2 基
きほんもくひょう

本目標 3

未未
みらいみらい

来来にに輝輝
かがやかがや

くく
『ひと』を『ひと』を育育

はぐくはぐく

むむ
都都
としきのうとしきのう

市機能市機能とと自自
しぜんしぜん

然然がが調調
ちょうわちょうわ

和和するする
甲甲
こうふこうふ

府府の『の『魅魅
みりょくみりょく

力力』を』を磨磨
みがみが

くく
安安
あんあん

全全
ぜんぜん

・・安安
あんあん

心心
しんしん

でで快快
かいかい

適適
てきてき

なな
『まち』を『まち』を創創

つくつく

るる

甲甲
こうふし

府市府市のの目目
めざ

指指す10す10年年
ねんご

後後のまちののまちの姿姿
すがた

基基
きほんもくひょうきほんもくひょう

本目標本目標
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第
だいななじ
七次甲

こうふし
府市総

そうごうけいかく
合計画　こども版

ばん

　　　　　　　　　　　編
へんしゅう
集・発

はっこう
行

　　　　　　　　　　　　甲
こうふし
府市企

きかくぶ
画部企

きかくそうしつ
画総室総

そうごう
合計

けいかくか
画課

　　　　　　　　　　　　〒400-8585　甲
こうふし
府市丸

まる
の内

うち
一
いちちょうめ
丁目18番

ばん
1 号
ごう

　　　　　　　　　　　　電
でんわ
話　055-237-1161（代

だいひょう
表）

　　　　　　　　　　　　ホームページ　https://www.city.kofu.yamanashi.jp

甲
こうふし

府市の未
み らい

来をいっしょにつくる！
甲
こうふし
府市がみなさんにとって

「夢
ゆめ
を持

も
っていきいきと暮

く
らすことができるまち」であるために、

みなさんが地
ちいき
域で暮

く
らす人

ひと
や働
はたら
く人
ひと
などとつながり、

ふるさとに誇
ほこ
りと愛

あいちゃく
着を持

も
ちながら、

自
じぶん
分らしく輝

かがや
くことが大

たいせつ
切です。

自
じぶん
分たちのまちをもっとよくするために、

一
ひとり
人ひとりができることから始

はじ
めてみよう！

をいっしょにつくる！甲
こうふし

府市府市の未
み らい

来をいっしょにつくる！をいっしょにつくる！
甲
こうふし
府市がみなさんにとってがみなさんにとって

をいっしょにつくる！をいっしょにつくる！


